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総合論文 島田，東：Cookson型誘導体化試薬を用いるビタミンＤの高速液体クロマトグラフィー/質量分析 493 
ない感度を有する機種も登場している．また，ＧＣ/ＭＳと
比較してＬＣ/ＭＳの最大の特長は誘導体化を伴わずに直接
分析できる点であるが，万能ではない．本研究では
LC/ＭＳにおいても誘導体化による工夫で，より豊富な構
造情報が得られること，及び高感度化が達成されることを
明らかとした．すなわち，ＬＣ/ＭＳへの誘導体化の導入は，
そのポテンシャルを一層引き出すための一つの手段として
重要である．
著者らの研究は文部科学省科学研究費，金沢大学特別研究プロ
ジェクト経費及び中外製薬株式会社からの研究助成を受けて行わ
れたものである．
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］曰要
生体内のビタミン，（D）化合物の分析は，臨床，栄養診断あるいは新薬の開発上重要であり，その体液
中レベルや熱安定性などを考慮すると，方法論として高速液体クロマトグラフィー/質量分析法が有望視さ
れる．しかし，本法はイオン化法がソフトであるため期待したほどの構造情報が得られないことや，Ｄ化合
物のイオン化効率が低く実用的な感度が得られないなどの問題を抱えている．そこで著者らは，Ｄ化合物の
s-シスージエンと選択的に反応するCookson型試薬に着目し，これを用いる誘導体化によりこれらの問題の
解決を試みた．すなわち，構造解析及び高感度検出の両面からその有用性を検討し，本誘導体化が代謝部位
の決定に有益なプロダクトイオンを与えること及びＤ化合物のイオン化効率を数十倍増加させることを見
いだした．これらの知見を基にＤの新規代謝経路の解明及び超微量活性型Ｄ製剤の血中濃度測定に成功し
た．
